
3

秋葉侃教授略歴・主要業績

秋
葉
侃
教
授
略
歴
・
主
要
業
績

略
　
歴

一
九
四
四
年
四
月
　
東
京
都
生
ま
れ

一
九
七
七
年
三
月
　
駒
澤
大
学
大
学
院
商
学
研
究
科
専
攻
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学

一
九
七
六
年
七
月
　（
財
）
日
本
通
信
教
育
学
園
指
導
研
究
員
・
指
導
課
長
（
一
九
八
六
年
三
月
ま
で
）

一
九
八
四
年
四
月
　
立
正
大
学
経
済
学
部
非
常
勤
講
師
（
一
九
九
二
年
三
月
ま
で
）

一
九
八
五
年
四
月
　
立
正
大
学
法
学
部
非
常
勤
講
師
（
一
九
八
七
年
三
月
ま
で
）

一
九
八
六
年
二
月
　
村
田
簿
記
学
校
非
常
勤
講
師
（
一
九
八
六
年
七
月
ま
で
）

一
九
八
六
年
四
月
　
町
田
工
科
・
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
教
務
部
長
（
一
九
九
二
年
三
月
ま
で
）

一
九
九
二
年
四
月
　
青
森
大
学
経
営
学
部
専
任
講
師

一
九
九
五
年
四
月
　
青
森
大
学
経
営
学
部
助
教
授
（
二
〇
〇
一
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
一
年
四
月
　
流
通
経
済
大
学
法
学
部
助
教
授

二
〇
〇
五
年
四
月
　
流
通
経
済
大
学
法
学
部
教
授

二
〇
一
五
年
三
月
　
流
通
経
済
大
学
法
学
部
定
年
退
職

二
〇
一
五
年
七
月
　
流
通
経
済
大
学
名
誉
教
授
授
与
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主
要
業
績

『
リ
ー
ガ
ル
ス
タ
デ
ィ
―
法
学
入
門
』（
共
著
）（
村
田
彰
編
、
酒
井
書
店
）
二
〇
〇
二
年
九
月

『
リ
ー
ガ
ル
ス
タ
デ
ィ
―
法
学
入
門
（
改
訂
版
）』（
共
著
）（
村
田
彰
編
、
酒
井
書
店
）
二
〇
〇
五
年
六
月

「
測
定
対
価
主
義
に
関
す
る
一
考
察
」『
商
学
研
究
』（
駒
沢
大
学
大
学
院
）
一
九
七
四
年
一
一
月

「
資
本
維
持
に
関
す
る
一
考
察
」『
立
正
大
学
経
営
論
集
』
一
九
七
八
年
三
月

「
現
代
企
業
会
計
の
構
造
」『
青
森
大
学
学
術
研
究
会
会
報
』
一
九
九
二
年
八
月

「
取
得
原
価
主
義
会
計
の
再
検
討
―
商
法
会
計
を
中
心
と
し
て
―
」『
本
間
幸
作
博
士
卒
寿
記
念
論
文
集
』（
ア
ク
セ
ル
21
出
版
）

一
九
九
六
年
九
月

「
コ
ー
ポ
レ
イ
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
若
干
の
考
察
―
企
業
会
計
法
の
立
場
か
ら
―
」『
研
究
紀
要
』（
青
森
大
学
学
術
研

究
会
）
一
九
九
九
年
七
月

「
商
法
に
お
け
る
財
務
諸
表
に
つ
い
て
―
商
業
帳
簿
制
度
を
中
心
と
し
て
―
」『
研
究
紀
要
』（
青
森
大
学
学
術
研
究
会
）
二
〇

〇
〇
年
二
月

「
商
業
帳
簿
制
度
に
つ
い
て
―
商
法
会
計
制
度
に
つ
い
て
の
考
察
（
一
）
―
」『
法
学
部
開
校
記
念
論
文
集
』（
流
通
経
済
大
学
・

法
学
部
開
校
記
念
論
文
集
編
集
委
員
会
編
、
流
通
経
済
大
学
出
版
会
）
二
〇
〇
二
年
一
月

『
経
理
・
財
務
キ
ャ
リ
ア
用
語
辞
典
』（
名
東
孝
二
・
金
井
澄
雄
・
室
本
誠
二
編
、
税
務
経
理
協
会
）
一
九
九
五
年
一
月


